
会 議 記 録 

 

会 議 名 称 平成２９年度 第２回文化財審議委員会 

開 催 日 時 平成２９年１２月２０日（水）午後１時５５分から午後３時３５分まで 

開 催 場 所 加古川市役所新館８階 教育委員室 

出 席 者 

 

＜委員＞ 

茂渡委員長、金子副委員長、岡田委員、上月委員、友久委員、藤原委員 

＜事務局＞ 

 教育指導部 井部調整担当部長 

文化財調査研究センター 沼田所長、宮本副所長、安田庶務担当係長 

会 議 次 第 １ 開会 

(1) 委員長あいさつ 

２ 議事 

 (1) 平成２９年度市指定有形文化財指定申請に係る審議について 

 (2) 指定文化財等の状況について（報告） 

 (3) 文化財関係事業について（説明及び報告） 

 (4) その他 

３ 閉会 

 

審 議 内 容 

１  開会 (1) 委員長あいさつ 

 

２  議事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 平成２９年度市指定有形文化財指定申請に係る審議について 

加古川市指定有形文化財指定申請のあった「天坊山古墳出土資料

一括 ２４点」及び「木造聖徳太子立像 １軀」、計２件について、

教育委員会から文化財審議委員会に対し諮問があった。 

事務局が、それぞれの申請案件について説明を行ったのち、意見

交換が行われた。 

天坊山古墳出土資料については、呼称の確認や、金属製品の保存

処理の有無についての質疑があった。 

木造聖徳太子立像については、全国的にも貴重で、作りも良く、

播磨における太子信仰を考えるうえで貴重なものであるなどの意見

があった。 

この２件について、次回の文化財審議委員会で現地調査を実施す

ることとなった。 

(2) 指定文化財等の状況について（報告） 

市指定文化財の工芸品 1点について、他県博物館での展示予定があ

り、市指定文化財所在場所変更届を受理したことについて報告があっ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。 

(3) 文化財関係事業について（説明及び報告） 

 ア 事業等の計画・進捗状況等について 

  (ｱ) 事務全般について、平成２９年１１月末現在の状況について報告

があった。 

  (ｲ) 遺跡（周知の埋蔵文化財包蔵地）等について、２件の範囲変更及

び１件の名称変更の報告があった。 

 イ 文化財講座について 

    西条古墳群に関する講座を３回実施し、２２２名の参加者があっ

たことについて報告があった。 

 ウ 本岡家住宅秋の特別公開について 

    ６０名の見学者があったことについて報告があった。 

 エ 石町中世墓本発掘調査について 

  (ｱ) 土地所有者の文化財への理解が高く、円滑に発掘調査が行われ、

地元の方を中心とした現地説明会も実施され、４０名を超える参加

者があったことについて報告があった。 

  (ｲ) 塼仏片や中国龍泉窯系の青磁碗等が出土したとの報告があり、今

回の発見の重要性について意見交換があった。 

 オ 雁戸井地区ほ場整備事業に伴う古堂廃寺本発掘調査について 

   (ｱ) 確認された遺構・遺物は小規模・少量のであったが、中世の墓

壙と思われる所から、中国龍泉窯系の青磁碗と京都製と考えられる

土師器が出土するなど、貴重な調査結果を得たことについて報告が

あった。 

   (ｲ) 石町中世墓と合わせ、２か所の遺跡から青磁碗が発見されたこ

とについて、意見交換があった。 

 カ 歴史文化基本構想策定事業について 

町内会・自治会の方へ、市の歴史文化に関するアンケートを依頼

していることについて報告があった。 

(4) その他 

 ア 歴史文化基本構想策定事業に係る文化財調査協力依頼について 

各委員の研究成果や情報の提供など、当構想策定に関する協力依

頼があった。 

 イ 文化財等に係る情報交換について 

    建造物として近代建築、史跡として中道子山城跡、日岡山古墳群

の重要性や保存・保護のあり方について、意見交換があった。 

 ウ 今後の予定等事務連絡 

市指定文化財指定申請の提出のあった文化財の現地調査及び審議

日程について、調整があった。 

３  閉会 副委員長あいさつ 

 

 


